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【研究要旨】 

 落葉状天疱瘡は表皮細胞間接着因子デスモグレイン(Dsg)１に対する自己抗

体による自己免疫性水疱症である。臨床症状が軽快するとともに抗体価も減少

し、治療の指標として活用されている。しかしながら、寛解期でも抗体価の高

い症例をしばしば経験する。われわれは、これまでに尋常性天疱瘡患者で、寛

解期に検出される抗体はデスモグレインの結合部位以外の部位に結合し、エピ

トープのスクリーニングに EDTA 処理 Dsg3 ELISA 法を考案した。落葉状天疱瘡

患者抗 Dsg1 抗体のエピトープを EDTA 処理 Dsg1 ELISA 法で検討した。 

 結果、落葉状天疱瘡患者血清の抗 Dsg1 抗体は活動性に拘わらず立体構造に結

合した。Dsg1 は立体構造の中に接着に重要な部位とそうでない部位を有するこ

とが推察され、EDTA 処理 Dsg1 ELISA 法は落葉状天疱瘡患者血清の病因性スク

リーニングには応用できないことが明らかになった。 
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Ａ．研究目的 

背景：これまでにわれわれは Dsg 抗原

ELISAプレートをEDTA処理しカルシウム

依存性立体構造を変換（EDTA 処理 ELISA

法）することで、天疱瘡患者に検出され

る抗 Dsg 抗体のエピトープを区別し、病

因性を区別できることを報告してきた。 

目的：本研究では落葉状天疱瘡患者に検

出される抗 Dsg1 抗体の臨床的特徴を調

べ、EDTA 処理 ELISA 法がスクリーニング

検査として使用可能か検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

 EDTA 処理 ELISA 法 
 Dsg1 リコンビナントタンパクを固層
化した ELISA プレートのマイクロカップ
を 0.5 mM EDTA にて室温 30 分処理をし、
その後、従来の ELISA プロトコールに従
い吸光度(OD450)を測定した。 
（倫理面への配慮） 
 本研究の実施にあたっては、岡山大学
倫理委員会にて承認を得た。試料提供者
からは本委員会で検討、承認された説明
文書に準じて、同意を得た上で試料を採
取・収集した。 
 

Ｃ．研究結果 
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Ｅ．

る抗体が存在し、寛解期に立体構造に

対する抗体のみが残存するという結果を
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Ｅ．結 論 

抗体が存在し、寛解期に立体構造に

対する抗体のみが残存するという結果を

ELISA 法の結果とは解離する
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Ｄ．考 察 および Ｅ．結 論 

 落葉状天疱瘡では、寛解期に検出され

る抗 Dsg1 抗体のエピトープから病因性

を推定する目的で EDTA-Dsg1ELISA 法を

応用することはできないことが明らかに

なった。 
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